
影41ふんで走れ走れ

す
が
す
が
し
い
朝
の
空
気
を
胸
い
っ
ば
い
に
―
．

ら
大
学
に
か
け
て
青
森
―
東
京
間
駅
伝
、
箱
根
駅
伝
な
ど
で
活
用

十
三
小
学
校
の

″早
起
き
マ
ラ
ソ
ン
″
は
毎
朝
六
時
か
ら
行
わ
　
　
し
た
ベ
テ
ラ
ン
。
低
学
年
の
二
年
生
ま
で
は
無
理
せ
ず

一
日
三
百

れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
三
用
す
る
だ
け
に
と
ど
め
、
四
年
生
以
上
は

こ
の

″早
起
き
マ
ラ
ソ
ン
″
は
四
月
か
ら
始
め
ら
れ
、
毎
朝
四
、
　

そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
応
じ
て
走
る
ベ
ー
ス
を
決
め
、　
一
日
十
周
を

五
十
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
は
全
校
の
子
ど
も
た
ち
と
体
力
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
お
と
な
た
ち
も
参
加
、
地
域
ぐ
る
み
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。

最
終
日
標

は
十

二

か
ら
東
京

ま

で
七
百
数
十

キ

ロ
を
完

走
す

る

こ
と

に
し

て
お
り
、

ク
ラ

ス
ご

と

に

こ
れ
ま

で
ど
れ
だ

け
走

っ
た

か
示
す

一
覧
表
を
張
り
、
社
会

科
の
勉
強
に
も
役
立
て
て
い
ま

す
。

鵠
疑
筋綺先っ紫
ぃ酵
圧

十
二
小
で
早
起
き

マ
ラ
ソ
ン

(毎 月20日 発行 )Nol 1 6



②
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ゴ

ミ
に
つ
き
ま
と
う
心
な

現
在
、
村
の
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量

は
、
い
ま
か
ら
十
年
前
の
お
よ
そ
三
倍
に
ふ
え
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

衛
生
処
理
組
合
の
収
集
車
も
村
が
委
託
し
て
い
る

ゴ
ミ
運
搬
車
も
フ
ル
回
転
。
し
か
し
、　
一
方
で
は
川

の
中
や
海
浜
、
空
き
地
な
ど
、
所
か
ま
わ
ず
ゴ
ミ
を

捨
て
る
人
が
あ
と
を
断
ち
ま
せ
ん
。
ま
さ
に

「ゴ
ミ

戦
争
」
の
形
容
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。

ゴ
ミ
戦
争
の
敵
と
は
、
ゴ
ミ
そ
の
も
の
に
ま
ち
が

い
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
う
し
ろ
に
は
、
つ
ね
に

″人
間
″
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
、
公
共
用
地
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
の
で
し
ょ
う

か
―
。編
集
室
で
は
不
法
に
捨
て
ら
れ
る

″ゴ
ミ
″
を

追
跡
し
、
そ
れ
に
つ
き
ま
と
う

″人
間
″
を
告
発
し

て
い
き
ま
す
。

い
人
た
ち

相
内
の
神
明
宮
か
ら
南
へ
約

一
キ
ロ
の
地
点
、
道
路
左
側
に

一
見
、
ゴ
ミ
捨
て
場
を
思
わ
せ

る
よ
う
な

″ゴ
ミ
の
山
″
が
目

に
つ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
、

ゴミを捨てないで…と呼びかける立札も

全く無視されてゴミは増えるばかりです。

し
か
し
、
深
夜
、
人
目
を
さ

け
て
車
で
ご
っ
そ
リ
ゴ
ミ
を
捨

て
る

″心
な
い
お
方
″
に
い
わ

せ
れ
ば
、
週
二
回
の
ゴ
ミ
収
集

で
は
ど
う
に
も
処
理
に
困
っ
て

―
と
い
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

行
政
に
も
問
題
は
あ
る
で
し

ょ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
公
共

い
わ
ず
と
も
知
れ
た
こ
と

″

人
間
サ
マ
″
が
不
法
に
捨
て
た

ゴ
ミ
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

道
路
沿
い
に
約
十
層
の
急
斜

面
は
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
、
段
ポ
ー
ル
箱
を
は
じ
め

空
ぎ
ビ
ン
一
空
き
缶
、
鉄
屑
、

は
て
は
家
屋
の
解
体
に
よ
る
残

材
な
ど
が
山
を
な
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
相
内
の
財
産
区
有
地

で
す
が
、
附
近

一
帯
は
松
の
緑

に
覆
わ
れ
、
福
島
城
址
な
ど
史

跡
の
多
い
所
で
す
。
公
共
の
場

所
を
汚
す
こ
と
を
気
に
し
な
い

の
が
、
日
本
人
の
欠
点
だ
と
い

わ
れ
ま
す
。

目
目
日
□

そ
れ
に
し
て
も
、
わ
ぎ
ゎ
ざ

車
で
ゴ
ミ
を
運
ん
で
く
る
の
は

誰
な
の
か
―
。
な
ぜ
、
村
営
の

ゴ
ミ
捨
て
場
を
利
用
し
な
い
の

か
理
解
に
苦
し
み
ま
す
。

自

分

の
責
任

で
処

理
を

工
藤
　
鯉

さ
ん
∞

相
内

あ
の
緑

の
自
然
が

美
し
い
所

に
ゴ
ミ
弗
』

捨
て
る
の

は
や
め
て
ほ
し
い
。
週
二
回
の

収
集
で
余
っ
た
ゴ
ミ
は
、
自
分

の
責
任
で
処
理
す
べ
き
で
す
。

ゴ
ミ
の
不
法
投
げ
捨
て
は
、

″加
害
者
″
も

″被
害
者
″
に

な
る
の
で
す
か
ら
―
。

さ
も
し
い
考
え
は
や
め
て
…

萬
谷
勝
則
さ
ん
ｍ
相
内

問
題
の

所
は
村
の

人
た
ち
に

か
ぎ
ら
ず

通
り
が
か

り
の
車
も
不
法
投
げ
捨
て
を
し

福島城址外堀跡附近



交
通
死
亡
事
故
０
）
■
９
７
６
５

日

毎
日
の
新
聞
に
交
通
事
故
が

載
ら
な
い
日
が
な
い
ほ
ど
、
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て

事
故
の
た
び
ご
と
に
死
者
が
で

て
い
ま
す
。

幸
い
、
私
た
ち
の
村
で
は
、

四
十
六
年
八
月
に
十
三
地
区
の

県
道
で
死
亡
事
故
が
あ
っ
て
以

笛
や
六
鼓
の
は
や
し
に
合
せ
太
刀
撮
り
が
練
り
歩
く
。

■
西
北
五
地
方
初

の
快
記
録

来
、
二
十
日
現
在
で
死
亡
事
故
　
　
れ
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
千
七
百
六
十
五
日
を
記
録
　
　
　
み
ん
な
で
二
千
日
に
向
け
て

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
録
を
の
ば
し
た
い
も
の
で
す
〈

こ
れ
は
村
ぐ
る
み
の
交
通
安

全
運
動
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
西
北
五
地
方

で
は
初
め
て
の
快
記
録
で
あ
り

県
内
で
も
第
五
位
に
ラ
ン
ク
さ

笛
と
太
鼓
の
は
や
し
も
に
ぎ

や
か
に
七
日
、
相
内
の
虫
送
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

藁
で
つ
く
っ
た
大
き
な

″虫

を
先
頭
に
荒
馬
と
太
刀
振
り
の

行
列
が
練
り
歩
き
、
村
は
こ
の

日
、
虫
送
り

一
色
に
つ
つ
ま
れ

相
内
の
虫
送
り
は
、
津
軽
の

″虫
送
り
の
原
型
″
と
い
ゎ
れ

る
よ
う
に
、
約
千
二
百
年
前
の

平
安
朝
時
代
か
ら

「山
王
坊
ト

で

″虫
切
り
″
と
い
う
形
で
行

わ
れ
、
古
い
伝
統
を
持
っ
て
い

ま
す
。
虫
送
り
は
夕
日
が
沈
む
こ
ろ

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
沿
道

は
県
内
外
か
ら
の
見
物
人
で
埋

豊作を願い相内の虫送 り

ギⅢ………文芸作品を募集中です  ~■ 、
村民のみ なさん か らつ ぎによ り ■送 り先 ・企画室広報係     

‐

1

り文芸作品 を募集 します。ふ る  ■発表  毎月20日 発 行の広報紙

って ご応募 くだ さい。       文芸欄

■募集作品 ■̈卜句、川柳、短歌  ■その他 作品には住所、氏名

正
し
い
運
転

①
い
つ
も
安
全
速
度
で
。

1人 5句 (首 )以内。

■締 め切 り ・毎 月10日 まで
をはっきり書いてください。

掲載分には粗品を進呈します .

②
交

差

点

で
は

一
時
停

止

か
徐

行

し

て
安
全
を
確

め

る
。

③
横

断
中

の
歩
行
者

に
注
意

し

必
ず
徐
行

か

一
時
停

止

を

す

④

酒
を

飲

ん
だ

ら
絶
対

運
転

し

⑤

わ

き
見
運
転

は
や
め

る
。

③

無

理
を
追

い
越

し
は
し
な

い

こ
と
。
最
近

、
追

い
越

し
事

故

が
増

え

て

い
ま
す
。

▽
使
用
す
る
前
に
確
日
を
す
る
　

　

コ
ッ
ク
、
元
栓
、
メ
ー
タ
ー

こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ッ
ク
、
容
器
バ
ル
プ
の
順

①
ガ
ス
漏
れ
し
て
な
い
か
。

②
コ
ッ
ク
、
元
栓
は
、
き
ち

ん
と
閉
っ
て
い
る
か
。

（③
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
、
痛
ん
で

い
な
い
か
。
硬
く
な
っ
て
い

な

い
か
。

④
器
具
は
、
よ
く
掃
除
さ
れ

▽
点
火
①
マ
ッ
チ
を
す
っ
て
か

ら
コ
ッ
ク
を
開
く
。

②
入
が
、
つ
い
た
か
、

ど
う
か
を
確
認
す
る
。

（特
に
自
動
点
火
の
場

〈
口
）

▽
使
用
中
に
注
意
す
る
こ

①
香
色
の
炎
に
な
る
よ

う
空
気
孔
を
調
節
す
る
。

②
風
や
ホ
ー
ス
の
踏
み

つ
け
で
立
ち
消
え
し
な

い
か
。

③
換
気
に
注
意
す
る
。

（特
に
風
呂
場
は
、
あ

ぶ
な
い
。
）

④
沸
か
し
す
ぎ
、
煮
こ
ば
れ

に
よ
っ
て
消
え
て
い
な
い
か
。

▽
使
用
後
の
習
慣

①
コ
ッ
ク
を
静
か
に
閉
め
、

そ
の
手
で
元
栓
も
閉
め
る
。

②
お
寝
み
前
に
は
、
必
ず
元

栓
を
確
認
す
る
。

③
長
く
留
守
に
す
る
時
は
、

で
全
部
閉
め
る
。

④
煮
こ
ば
れ
な
ど
は
、
つ
ね

に
拭
き
取
る
。

▽
ガ
ス
漏
れ
の
処
置

①
入
の
気
を
消
す
。

電
灯
、
電
気
器
具
の
ス
イ
ッ

チ
に
手
を
触
れ
な
い
。

（火

花
で
引
火
の
危
険
が

③
ド
ア
、
窓
を
開
け

て
換
気
す
る
。

④
大
き
な
厚
紙
、
ゴ

ザ
な
ど
で
扇
い
で
外

に
ガ
ス
を
出
す
。

換
気
扇
、
扇
風
機

は
、
使
わ
な
い
。

（

火
花
で
引
人
の
危
険

が
あ
る
。
）

⑤
販
売
店
に
連
絡
し

原
因
の
調
査
と
修
理

▽
ガ
ス
漏
れ
の
日
べ
方

濃
い
目
の
石
け
ん
水

か
、
洗
剤
を
融
か
し

た
水
を
つ
く
る
。

①
目
ば
し
い
個
所
に
塗
る
。

②
元
栓
を
開
け
る
。

③
ガ
ス
漏
れ
が
あ
る
個
所
は

プ
ク
ブ
ク
と
泡
が
出
る
。

④

一
個
所
見
つ
け
て
も
念
の

た
め
、
全
個
所
を
調
べ
て
み



―
製
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１

青
森
県
屋
外
広
告
物
条
例

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
六
月

一
日
か
ら
制
限
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

◆
条
例
の
規
制
の
あ
ら
ま
し

０
、
禁
止
さ
れ
る
広
告
物

が
あ
り
ま
す
。
主
に
著

し
く
汚
染
、
破
損
し
、

落
下
な
ど
の
危
険
が
あ

る
も
の
で
す
。

０
、
広
告
物
を
表
示
す
る

こ
と
が
、
禁
止
さ
れ
る

地
域
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
法
律
に
基
づ
い

て
定
め
ら
れ
た

一
、
二

階
建
の
住
宅
街

（第
一　
　
　
　
な
い
地
域
が
新
た
に
設

種
住
居
専
用
地
域
）
、　
　
　
　
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

重
要
文
化
財
の
建
造
物
　
　
　
は
、
都
市
計
画
区
域
、

と
そ
の
周
囲
、
国
立
、　
　
　
　
主
要
国
道
及
び
鉄
道
沿

国
定
公
園
、
県
立
自
然
　
　
　
線
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以

公
園
、
官
公
署
や
学
校
　
　
　
内
の
区
域
で
す
。

の
よ
う
な
公
共
施
設
と
　
◆
許
可
を
受
け
る
に
は
、

そ
の
敷
地
な
ど
で
す
。　
　
　
　
広
告
物
を
表
示
し
よ
う

秩
序
あ
る
屋
外
広
告
物
の
表
示
を

０
、
広
告
物
の
表
示
が
禁
　

　

と
す
る
場
所
を
管
轄
し
て

止
さ
れ
る
物
件
が
あ
り
　
　
　
い
る
県
土
木
事
務
所
へ
、

ま
す
。
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
　
　
許
可
申
請
書
を
提
出
す
る

街
路
樹
、
煙
突
、
ポ
ス
　
　
　
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

卜
、
銅
像
な
ど
が
代
表
　
　
際
、
許
可
手
数
料
が
必
要

的
な
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
で
す
。

ω
、
許
可
を
受
け
な
け
れ
　

◆
屋
外
広
告
業
の
届
出
制
等

ば
広
告
物
を
表
示
で
き
　
　
　
今
年
九
月

一
日
か
ら
は
、

県
内
で
広
告
業
を
営
む
者

は
、
届
け
出
を
す
る
と
と

も
に
、
営
業
所
ご
と
に
広

告
に
関
す
る
資
格
を
有
す

る
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

◆
違
反
広
告
物
に
対
す
る
措

置
規
制
の
内
容
に
違
反
す

る
広
告
物
な
ど
を
表
示
し

た
と
き
は
、
許
可
の
取
消

し
、
除
却
等
必
要
な
措
置

が
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。

◆

お
問
い
合
せ

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

も
よ
り
の
県
土
木
事
務
所

又
は
県
庁
計
画
課
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

④

: =噺1だらのはなし:
風水害や火災などで、万一被害 を受けた と

きは、税金の面 においてもいろいろな救済の

方法 があります。

〔雑損捜除による方法〕

被害を受けた損害額が、その年の所得金額

の10%を超 える場合 には、その超 え
る金額 を所得金額から控除す る方法   災

所得金額 が 4∞ 万円以下の場合は、 の き
所得金額の大小 に応 じて、所得税 を 手 は
全額免除 した り、軽減 した りす る方 続

Ii:L雲署名全1浬管二裏寧:L i
とができます。なお、予定納税をし

なければならない人は、予定納税の段階でも

減免の適用を受けることができます。

また、サラリーマンの方が災害を受けた場

合は、給与を支給されるときに、源泉所得税

の徴収猶予や、すでに納めた税金の還付を受

けることができますので、それぞれの申請書

を税務署へ提出して下さい。この場合、必ず

翌年 3月 に確定申告をして所得税の精算 tl
なければなりません。

くわしいことは税務署におたずね下さい。

適切な除草で生育促進をはかろう

今
月
下
旬
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
天
候
は
、
と
き

ど
き
冷
涼
な
期
間
が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
雨
量
は
平
年
よ
り
多
く
病
害
虫
の
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
初
期
の
防
除
に
力
を
い
れ
て
く

だ
さ
い
。
イ
ネ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

い
ま
の
と
こ
ろ
全
般
に
発
生
時
期
が
お
く
れ
て
い

ま
す
が
、
少
し
で
も
発
生
を
見
た
ら
、
す
ぐ
、
ア
ッ

パ
粉
、
シ
ア
サ
イ
ド
、
ベ
ス
タ
ン
等
で
防
除
し
て
く

だ
さ
い
。
イ
ネ
キ
モ
グ
リ
バ
エ

例
年
発
生
が
見
ら
れ
、
こ
と
し
の
産
卵
量
は
や
や

多
く
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
防
除
の
道
期
を
失
う
こ

と
な
く
、
で
き
る
だ
け
水
面
施
用
の
ジ
メ
ト
エ
ー
ト

粒
剤
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

粒
剤
散
布
後
は
四
―
五
日
間
止
水
す
る
よ
う
に
。

中
期
綸
車
剤

サ
タ
ー
ン
Ｓ
、
マ
メ
ッ
ト
、
グ
ザ
エ
ム
、
ト
レ
モ

リ
ン
、
ス
エ
ッ
プ
Ｍ
３
１
４
キ
ロ
を
む
ら
な
ぐ
散
布

す
る
。
ノ
ビ
エ
の
ダ
い
水
田
で
は
１
葉
期
か
ら
１
・

５
葉
期
に
散
布
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
´

除
革
剤
の
使
用
時
鷲
低
温
の
■
が
つ
づ
く
と
■
は

ス
エ
ッ
プ
Ｍ
、
ト
レ
ギ
リ
ン
、
グ
ザ
エ
ム
等
の
ホ
ル

モ
ン
型
の
除
率
剤
を
使
用
す
る
。

後
用
除
車
剤

Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
Ｂ
は
１０
ア
ー
ル
３
１
４
キ
ロ
、
Ｍ
Ｃ
Ｐ

は
３
キ
ロ
、
広
葉
雑
草
の
２
１
３
葉
期
に
６
”
位
の

水
深
に
し
て
使
用
す
る
。
除
草
効
果
は
保
水
力
と
水

温
の
関
係
が
大
き
く
、
４
１
５
日
以
上
の
保
水
と
２０

度
以
上
の
水
温
ば
よ
っ
て
除
革
効
果
が
大
き
い
。
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バイクの自賠責保険は ,

切れていませんか

バイクは、自動車 と同様 に自賠 責保険 (自 動

車損害賠償 責任保険 )に カロ入す ることが義務づ

ところが、期限切 れ等 を忘 れて無保険の まま

な りあります。 万一人身事故 を起 こ して しまっ

た場 合、自賠責 f果険 に入 っていれば、最高 1千

5百 万円 (傷害 の場 合は最高 100百 万 )ま での保

険金が支払 われ ますが、無保険の場合は損害賠

償金の全額 を加害者 が負担 しなければなりませ

今す ぐに自賠 責保険の証明書 を確認 して くだ

だ 2T雇弱離 F雲聟
NHKで は「 ことばの不 自由 な子 どもをもつ親のつ ど
いと治療相談会」 を開 きます。

日と き 6月 27日 午前 10時か ら午後 5時まで。
■ところ 五所川原市立中央小学校 (松島町 )
■講演  「 ことばを育 て る」聖マ リア ンナ医科大学増

■ことばの治療相談会

どもり 。難聴・ 口蓋裂 。ことばの発達 の遅 れ、情緒

障害の部門 につ いて専門の先生 による相談会 を行い

「

簡保写真コンクール作品募集¬

簡易保険では積立て金の還 元融資施 設 を対象 とした写

真 コンクール作品 を募集 しています。ふ るって ご応募 く

口内 容 簡保融資施設 が入 っていること。
■サ イズ 自黒 は四つ切限定 、 カラーはスライ ド35ミ

リ以上。

■応募の しかた 未発表の作品 に住所 。氏名・職業 。

撮影場所 。画題・施設名 を記入 した応募票 を貼 って

■賞  (カ ラー・ 自黒共 )
●推せん 1点  5万 円
●特選 2点  3万 円
●人選 5点  5千 円
●佳作 20点  賞品
■締切 日 51年 8月 10日
■発表  「簡保の資金」誌 n月 号 および「フオー トコ

ンテス ト」誌上のほか全員 に通知 します。

■作品の受付  郵便局保険窓 ロ

くわ しいことは郵便局へ お問い合せ くだ さい。

ピ 朦 凛 1革堕
人権擁護委員 と行政相談委員の合同 による「持設相談

所」 を開設 します。

家庭内外 を問 わず権利 が侵害 されて困 った り、悩 んだ

りだ りしている方、役所の仕事 につ いての苦情や不満 を

感 じている方は気軽 においで くだ さい。秘密は固 く守 り

■と き 7月 19日 午前 10時 か ら午後 3時まで。
■ところ 相内児童館。

「

農業機械技術研修生募集
¬

県農業研條 セ ンターでは、農業技術科の研修生 を募集 '

日研修 内容 と期間  コンパイ ンの初級技能習得で一般
農家 を対象 に 7月 14日 か ら 7月 23日 まで。

研修受講希望者は10日 前 まで に役場経済課へ。

「

農協でも電話料金を取扱います¬
これまで納期日前の電話料金は、郵便局 しか取 り扱っ

ていませんでしたが、こんど新たに市浦村農業協同組合

(小泊支所も含む)で も取 り扱 うことになりました。た

だし、納期限がすぎたときやキップをなくしたときは、

これまでどおり小泊電報電話局へ納めていただきます。

E暉     電』曇ZA算lliヨ
福祉年金 (老令・障害・母子)を受けている人は、毎

年 6月 中に「所得状況届」を役場に提出しなければなり

この届けは、今年の 5月 分から来年の 4月 まで年金が

受けられるかどうかを決める大切なものです。

また、70才以上の医療費が無料になる「老人医療費受

給者証」は、 6月 いつばいで使われなくなります。

7月 からは新 しい受給者証でないと医療費は無料にな

共につぎの日程で受けつけしますので、お忘れになら

ないようかならずおいで ください。

i:劇目ま じ が'ん 1と  こ ろ

■脇元 11昂 25彗 | 午静9時～正午 薔元公民館

|1燿松 午後1時～3時 凛松公民館

:十三 6月
"書

:午前0時■正午 十二公民:盤

1佳川 6月28日 | 輛 ●轟■1嚇 倭●福警1館

本田 i犠巌 ■聯 生載セジター

相内 午摯100■
`時
役薔会織室

■持参 していただ くもの

●国民年金証書、証書 に押 してあるハ ンコ

●いま使 っている老人医療 費受給者証



⑥

基本財産の確保に努めた村議たち

⑥

実
取

・
露
草
取
得
記
念
碑

大
正
三
年
の
大
凶
作
は
平
均
反
収
三
十
六
合
、
寒
冷

地
帯
の
相
内
で
は
皆
無
作
に
ひ
と
し
い
も
の
で
し
た
。

村
で
は
こ
の
窮
乏
を
し
の
ぐ
た
め
、
開
懇
組
合
を
組

織
し
て
実
取
、
露
草
の
原
野
を
開
拓
し
ま
し
た
。
数
千

円
の
資
金
は
村
議
会
議
員
を
保
証
人
と
し
て
農
耕
銀
行

か
ら
借
り
受
け
、
耕
作
に
努
力
ま
し
た
が
、
カ
ネ
の
流

れ
が
悪
く
銀
行
へ
の
償
還
は
不
能
と
な
り
ま
し
た
。

押
課
朔
は
、
】
れ っ
雄
鵬
薦
臓
凛
霧
い
嘲
肌
肌
眸
“
髪
れ

長
が
実
取
三
十
五
町
歩
、
露
草
四
十
町
歩
を
買
い
上
げ

て
村
を
救
済
し
ま
し
た
。

や
が
て
こ
の
土
地
は
郡
有
模
範
林
と
な
り
ま
し
た
が
、

郡
制
の
廃
止
に
伴
な
い
公
共
団
体
、
民
間
を
問
わ
ず
払

い
下
げ
工
作
が
進
め
ら
れ
、
村
で
も
佐
藤
久
弥
村
長
を

は
じ
め
村
議
会
議
員
が

一
九
と
な
っ
て
奔
走
、
再
び
村

有
基
本
財
産
と
し
て
買
い
戻
し
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

碑
は
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
村
議
会
議
員
全
員
と
有

志
二
人
の
氏
名
を
き
ぎ
み
、
大
正
十
五
年
十

一
月
十
二

日
、
実
取
の
松
林
の
中

（放
牧
場
追
い
込
み
舎
前
）
に

三
和
五
郎
兵
衛
村
長
が
建
立
し
た
も
の
で
す
。

―
餃
“

―

山
崎
広
輝

君

需
浦
ｔ

一
一級
ヘ

碑は風化されて文字も消え

実取放牧場の入口に建って

います。

元飼調栞ご記

小
寺
　
親
子

（十
三
）

」̈叫〕ご結婚

（繭略　雄割
｛精

▽
二
級
　

山
崎
広
輝

（
市

浦

中

）▽
三
級
　

山

田
美
智

子

（
相

内

小

）
▽
四

級
　
山
崎
悦

子

（
相
内

小

）
有
馬
敦

（
十

二

小

）
中

畑

圭

子

（
脇

元

小

）

▽
五

級
　

奈
良

悦

子

、
ホ

津

谷
英
佐

子

（
相
内

小

）
小
倉
昌

子
、
福
島

美
佐
子
、
相

川
洋

子

浜

田
隆

士
、
安

田
柳

子
、
福
島

青

子

、
福
井

慶
太
、
中

井
剛

、

矢
ホ

秀

子
、
豊
島

真

紀
子

、
小

寺

雅
己
、
蒔

田
伊
津

子
、
松

田

美
粉

（
十

三

小

）．
工
藤
美
也

子

山
田
仁
美
、
成

田
純

子

（
脇
元

小

）▽
六
級
　

丸

山
紀

子
、
本
村

英

子
、
土
岐
美
智

子

（
太

田
小

）

内

藤
富
士

子
、
相

川
優

子
、
大

間
教

位

（
十

三

小

）
中

山
広
之

櫛

引

俊
彦

（
脇

元

小

）

▽
七

級
　
成

田
格

子

（
相
内

小

）
米

谷
光
代

（
十

三
小

）

▽
八
級
　
石
戸
谷
淳
子
、
渡

辺
英
樹
、
佐
藤
八
重
子

（相
内

小
）
奈
良
美
佐
子

（太
田
小
）

若
山
由
香
利
、
久
保
田
て
つ
み

梶
浦
千
可
子
、
松
江
希
子
、
本

村
知
和
子
、
相
坂
泰
広
、
相
坂

孝
弘
、
渋
谷
暁
美
、
相
川
重
久

清
野
貴
文
、
福
島
浩
樹
、
相
川

章
子
、
奈
良
信
義
、
本
村
か
よ

子
、
浜
田
直
美
、
長
尾
信

一
、

三
和
嘉
津
浩
、
高
精
ゆ
か
り

（

十
二
小
）

（一ガ神議群子（（相岩納一

（躙畑シマ締
｛肝海」｝

（神燿五細拐
一趣児略一

お誕生　　　　　（相燿　脚難
一耀　聟一

一［　　　（掛師　鵜柿
一紳　曜一

［一美　　　（神池　麟撤一飢九剛一

義峯　　　（困一一一一一一一ワ

小
寺
　
し
で

（十
三
）
６０
歳

山
内
　
ツ
サ

（相
内
）
５３
歳

動一　　［』卯コ〕一脚［一５２７６串

工
藤
鳴
海

岡
本
木
村

（
十

三

）

（
相
内

）

（
相
内

）

⌒
桂
川

）

納税は 納期限内に

県税、自動車税の

納期限は6月 30日です

◎納税貯蓄組合員は組合を

通じて納めましょう。

離
婚
し
て
も
婚
姻
中
の
氏
（姓
）を

名
の
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

結
婚
の
と
き
相
手
の
氏
を
名
の
っ
た
人
が
離
婚
す
る
と
、
こ
れ

ま
で
は
当
然
に
結
婚
前
の
氏
に
も
ど
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
社
会
生
活
の
上
で
不
便
を
感
じ
る
人
も
あ
り
、

特
に
夫
の
氏
を
名
の
る
妻
が
多
い
現
状
で
は
、
妻
だ
け
が
不
利
に

な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
婦
人
の
地
位
の
向
上
を
図
る
た
め
、
民
法
が
改
正
さ

れ
、
六
月
十
五
日
か
ら
は
希
望
に
よ
っ
て
、
離
婚
の
日
か
ら
三
カ

月
以
内
に
届
出
を
す
れ
ば
、
離
婚
前
の
氏
を
名
の
れ
る
よ
う
に
な

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
戸
籍
係
へ
ど
う
ぞ
。


